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第３回 次世代へ光り輝く「教育立県ちば」を推進する懇話会 資料 

 

千葉県教育庁教育振興部児童生徒課 

 

いじめや不登校に対する取組や対応について 
 

１ いじめの状況（平成２８年度 県内公立学校） 

（１）いじめ認知件数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小・中・高・特別支援の公立学校のいじめの認知件数の合計は、３１，６１７件で、前年度

に比べ２，２４１件増加している。解消率は８６．８％（前年度８５．１％）となっている。 

（２）全国との比較［小・中・高・特別支援学校での認知件数］ 

 Ｈ２８年度 Ｈ２７年度 増 減 H28年度 1000人あたりの認知件数 

全 国（国公私立） ３２３，１４３ ２２５，１３２ +９８，０１１ ２３．８ 

千葉県（公立学校） ３１，６１７ ２９，３７６ +２，２４１ ５４．６ 

（３）主ないじめの発見のきっかけ 

 小学校 中学校 高等学校 特別支援学校 

1 アンケート調査等(68.3%) アンケート調査等(57.9%) アンケート調査等(54.9%) アンケート調査等(59.8%) 

2 本人からの訴え(13.5%) 本人からの訴え(17.7%) 本人からの訴え(22.5%) 担任が発見(24.1%) 

3 担任が発見(10.2%) 担任が発見(8.8%) 担任が発見(7.5%) 本人からの訴え(9.8%) 

（４）いじめの態様［件数、複数選択可］ 

区  分 小学校 中学校 高等学校 特別支援学校 合計 

冷やかしからかい、悪口等 １４，８４７ ４，０８５ １３２ ６８ １９，１３２ 

仲間はずれ、集団による無視 ４，６４２ １，１７７ ２５ ２ ５，８４６ 

軽くぶつかられる、叩かれる等 ６，３６５ ９９９ ２８ ３６ ７，４２８ 

ひどくぶつかる、叩かれる等 １，５４２ ２５５ １０ ３ １，８１０ 

金品をたかられる ２９７ １００ ８ ２ ４０７ 

金品を隠されたり、盗まれたりする等 １，７８２ ４８１ １１ ０ ２，２７４ 

嫌なことや、恥ずかしいことをされる等 １，６５３ ３６０ ３１ ２ ２，０４６ 

パソコンや携帯電話での誹謗中傷 ３２９ ５１６ ５２ ４ ９０１ 

その他 ８１８ １７１ ３０ １ １，０２０ 

H21年度 H22年度 H23年度 H24年度 H25年度 H26年度 H27年度 H28年度

小学校 3,570 4,239 3,672 14,175 13,884 19,410 22,537 24,876

中学校 2,997 3,931 3,556 5,916 6,162 6,180 6,499 6,376

高等学校 93 158 138 565 132 197 213 253

特別支援 14 7 12 31 9 24 127 112

合計 6,674 8,335 7,378 20,687 20,187 25,811 29,376 31,617
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（５）いじめ防止等の対策 

①いじめ防止のための取組の推進 

○児童生徒自らいじめに関する問題を主体的かつ真剣に考えることができる取組 

「いのちを大切にするキャンペーン」（１学期が強化期間）、「『いのち』のつながりと

輝き」を主題とし「考え、議論する」ことを意識した道徳教育、道徳映像教材の活用など 

○児童生徒が互いに良好な関係を築くことができる取組 

「豊かな人間関係づくり実践プログラム」（小学校から中学校まで年間４時間計３６時間）

など 

②いじめの早期発見のための取組の推進 

○定期的なアンケート調査、個人面談等の推進 

③人材の確保及び資質の向上 

○研修の充実を通じた教職員の資質の向上、教職員配置の充実 

平成２７年度から、いじめ防止対策研修会（２９年度は教育相談担当、３０年度は管理職

対象）、いじめ問題対策リーダー養成研修(２泊３日)を実施 

○スクールカウンセラー、スクールソーシャルワーカーの配置 

スクールカウンセラーを公立小学校１５０校、全ての公立中学校、県立高等学校８０校に

配置（高校の未配置校はグループ化） 

スクールソーシャルワーカーを小中学校は拠点校１５校に、高等学校は拠点校７校（定時

設置校）と地域連携アクティブスクール４校（単独型）に配置 

④いじめ防止啓発活動 

○「２４時間子供ＳＯＳダイヤル」等の相談機関の周知徹底 

○いじめ防止啓発強化月間（毎年４月）における取組強化 

○児童生徒向け「いじめ防止啓発カード」、児童生徒・保護者向け「いじめ防止啓発リーフ   

レット」の配付 

○教職員向け「いじめ防止対策リーフレット」の配付 

⑤インターネットを通じて行われるいじめへの対策 

○児童生徒への情報モラル教育や教員のネットいじめ対策研修、教員及び保護者への啓発のた

めの研修等への講師派遣事業 
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２ 不登校の状況（平成２８年度 県内公立学校） 

（１）不登校児童生徒数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小・中・高等学校の不登校児童生徒数の合計は、８，３０５人で、前年度に比べ３０８人増

加している。小学校の２８年度不登校児童数は１，４５６人と過去最多となっている。 

（２）全国との比較［小・中・高等学校での人数］ 

小・中学校 

小中学校 Ｈ２８年度 Ｈ２７年度 増 減 H28年度 1000人あたりの不登校者数 

全 国（国公私立） １３３，６８３ １２５，９９１ ＋７，６９２ １３．５ 

千葉県（公立学校） ５，６４７ ５，３９３ ＋２５４ １２．１ 

高等学校 

高等学校 Ｈ２８年度 Ｈ２７年度 増 減 H28年度 1000人あたりの不登校者数 

全 国（国公私立） ４８，５６５ ４９，５６３ －９９８ １４．６ 

千葉県（公立学校） ２，６５８ ２，６０４ ＋５４ ２５．５ 

（３）主な不登校の要因 

 学校・家庭に係る要因 

 小学校 中学校 高等学校 

１ 家庭に係る状況（44.4%） いじめを除く友人関係（26.7%） 学業の不振（19.6%） 

２ いじめを除く友人関係（18.7%） 家庭に係る状況（23.3%） いじめを除く友人関係（15.9%） 

３ 学業の不振（10.6%） 学業の不振（21.4%） 家庭に係る状況（12.8%） 

本人に係る要因 

 小学校 中学校 高等学校 

１ 無気力の傾向（31.0%） 無気力の傾向（34.3%） 無気力の傾向（41.8%） 

２ 不安の傾向（30.1%） 不安の傾向（25.4%） あそび・非行の傾向（15.2%） 

（４）不登校対策 

①不登校対策支援チームの派遣 

福祉、心理の専門家、不登校対策専門指導員、不登校担当指導主事から構成する支援チーム

を、学校や市町村教育委員会に派遣し、不登校支援体制や解消が困難なケースに関する助言 

②不登校対策指導資料集の活用 

資料集を活用し、各学校における未然防止・早期対応等の取組の充実や、教職員の指導力向

上を図る 

 

H21年度 H22年度 H23年度 H24年度 H25年度 H26年度 H27年度 H28年度

小学校 852 871 898 856 1,086 1,158 1,233 1,456

中学校 4,247 4,182 3,879 3,734 3,884 3,963 4,160 4,191

高校(全日) 1,820 1,870 2,274 1,958 1,694 1,846 1,680 1,705

高校(定時) 556 636 743 932 1,151 1,093 924 953

合計 7,475 7,559 7,794 7,480 7,815 8,060 7,997 8,305
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③不登校対策推進校の指定 

  県内小中学校１２５校を指定し、不登校児童生徒支援教室を設置して不登校児童生徒の支援

を行う 

④人材の確保及び資質の向上 

○訪問相談担当教員の配置 

不登校等対策拠点校１２校に配置し、家庭訪問や電話相談を通して登校復帰に向けた支援

・助言、スクールカウンセラー・スクールソーシャルワーカー・関係機関等との連携を行う 

○スクールカウンセラー、スクールソーシャルワーカーの配置 

スクールカウンセラーを公立小学校１５０校、全ての公立中学校、県立高等学校８０校に

配置（高校の未配置校はグループ化） 

スクールソーシャルワーカーを小中学校は拠点校１５校に、高等学校は拠点校７校（定時

設置校）と地域連携アクティブスクール４校（単独型）に配置 

○各種研修の実施 

スクールカウンセラー等研修会、訪問相談担当教員研修会、教育相談ネットワーク連絡協

議会（市町村教委等の教育相談担当者対象）において、担当者の資質向上を図る。 

⑤子どもと親のサポートセンター事業 

○教育相談事業 

  電話・面談・ファックス・メールによる教育相談を実施 

○サポート広場 

プレイルーム等での集団活動や保護者対象の懇談会を実施、年１４回、地域開催有 

○不登校サポートセミナー 

保護者・不登校支援者向けの講演会、年１１回、地域開催有 

 

 


